
 

2号機のRHRCポンプ（2A、2B、2C及び 2D）並びにEECWポンプ（2B）、

4号機の EECWポンプ（4B）は、2階に設置280され、その他の非常用海水ポ

ンプは全て 1階に設置されている。 

福島第二原発に到達した津波は海側エリア全域に浸水し、各号機のHx/Bも
浸水した。各号機のHx/Bは地下 1階が水没し、1階については、浸水の痕跡

から 3号機南側エリアを除き、床面から 2m以上浸水したと認められる。 
津波により、1号機についてはRHRCポンプ（1A、1B、1C及び 1D）並び

にEECWポンプ（1A及び 1B）が、2号機についてはRHRSポンプ（2A、2C
及び 2D）並びにEECWポンプ（2A）が、3号機についてはRHRCポンプ（3A

及び 3C）並びにEECWポンプ（3A）が、4号機についてはRHRCポンプ（4A、
4B、4C及び 4D）、RHRSポンプ（4A、4B及び 4C）並びにEECWポンプ（4A）

が、それぞれモーターの被水のため機能を喪失した（表Ⅱ-5-1 及び資料Ⅱ-5-8
参照）。 

 

 
（ｂ）Hx/Bに設置された非常用P/Cの状況 

前記（２）ｂ（ｃ）のとおり、RHRCポンプ、RHRSポンプ及びEECWポ

                                            
280 Hx/B1階に設置スペースがなかったことから 2階に設置したものであり、津波対策の観点からこ
の配置とされたわけではない。 

表Ⅱ-5-1 Hx/Bにおける非常用海水ポンプ及び非常用P/Cの津波到達後の被害状況 
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